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TRIOLEのコンセプト

富士通は2002年2月、サーバとストレ

ージ、ネットワークを融合し連携するプ

ラットフォーム・コンセプトとして、

「TRIOLE（トリオーレ）」を発表した。

このコンセプトは、サーバやストレージ、

ネットワークなどのインフラと業務との

間に、プラットフォーム層と呼ばれる論

理層を構築し、この中間層によって、

インフラとなるサーバやストレージ、ネ

ットワークを業務と分離し、仮想化を

実現しようというものである。TRIOLE

の語源はドイツ語の「三連符」であり、

リソースの自律、仮想、統合を実現す

るとともに、これらが調和するようにと

の意味で命名された。

富士通では2003年6月に、これまで

経営執行役副社長であった黒川博昭

氏が同社の代表取締役社長に就任し

た。黒川氏は社長就任までの30年間、

SEとして現場で培ってきたノウハウを

基に、徹底した現場主義でビジネスを

進めている。同時期に富士通は、

TRIOLEに関して新しい発表を行な

い、従来のプラットフォーム・コンセプト

からIT基盤へと、TRIOLEの位置づ

けを再定義した。その背景について、

富士通のプロダクトビジネス企画本部

TRIOLE推進室室長、三津濱元一氏

は、「ユーザー企業のシステム環境は、

業務部分とインフラ部分に大きく分け

ることができ、それぞれのライフサイク

ルが異なる。TRIOLEのコンセプトで
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IT基盤、TRIOLEで
自律・仮想・統合を実現
システムの構築パターンをテンプレート化
TRIOLE（トリオーレ）は2002年初頭に富士通のプラットフォーム・コンセプトとして発表されたが、
2003年6月に代表取締役社長に就任した黒川博昭氏の下で、IT基盤として再度発表されることになった。
自律・仮想・統合のコンセプトに加え、構築事例をもとにテンプレート化された
システム・パターンによって強化されたTRIOLEで、企業の経営課題に応えていく方針だ。
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ある自律・仮想・統合はコアになる技

術だが、ユーザー側にはどのような価

値をもたらすのかわかりにくかった。

そこで、それぞれのコア技術によって

実現される「ビジネスの成長、拡大」

「スピーディーな業務構築」「システムの

安定運用とTCO削減」を前面に出す

ことにした」と語る（図1参照）。

従来のシステム構築では、特定の業

務を処理するためにサーバ・システム

を構築してきた。しかし、たとえば10

年の運用を前提に設計された業務シ

ステムであっても、その基盤となるサ

ーバなどのインフラ部分が老朽化など

でリプレースされると、運用できるはず

の業務部分も再構築しなければなら

なかった。また逆に、何らかの理由で

その業務処理が不要になった場合に

は、IT資産だけが残ってしまうことに

なる。このような問題を解決すること

が、TRIOLEの目的の1つである。

TRIOLEは、サーバ、ストレージ、ネ

ットワークなどのハードウェアと、資源

を統合するInterstage（インターステー

ジ）、統合運用管理を行なうSystem

walker（システムウォーカー）、情報を

集積、活用するデータベースのSym

foware（シンフォウェア）などのミドルウ

ェア、システム構築のフレームワークで

あるB2.Sframework（ビーツードットエ

スフレームワーク）で構成される。さら

に、TRIOLEを強化するために、シス

テムをパターン化したPi（プラットフォー

ム・インテグレーション）テンプレートが

2003年6月より加えられた。

プラットフォーム・
インテグレーション

富士通は、TRIOLEによって迅速な

業務システム構築とシステムの信頼性

の向上、既存システムとの統合を実現

してきたが、そのコンセプトをさらに強

化するものとして位置づけられるのが、

プラットフォーム・インテグレーション・

モデルである（図2参照）。これは、富

士通がこれまでオープン環境で構築

し、信頼性が検証されたシステムの構

築パターンで、機能や役割別にそれぞ

れモデル化したものが、プラットフォー

ム・インテグレーション・テンプレート

（Piテンプレート）である。

Piテンプレートは、Webアプリケー

ションやビジネス・アプリケーション、

データベースといった基本的なテンプ

レート群で構成されており、これらの

テンプレートを組み合わせることで、ビ

ルディング･ブロック方式によるシステ

ム構築が可能になる。サーバやストレ

ージ、ミドルウェアなどの製品を個々に

組み合わせて検証する必要がないた

め、システム構築が迅速になるだけで

なく、信頼性の高い堅牢なシステムが

構築できる。この構築方法では、開発

者はPiテンプレート以外の部分、つま

り業務アプリケーションのみを実装す

るだけでよい。また、同テンプレートは

既存のシステムに追加して利用するこ

ともできる。たとえば、インターネット･

フロント・テンプレートを既存のシステ

ムにアドインすれば、オンラインでの業

務発注が可能になる。

組み合わせの頻度が高いPiテンプ

レートは、コンビネーションプレートとし

てまとめられており、たとえば、インタ

ーネット・フロントやWebアプリケーシ

ョンなどのテンプレートを組み合わせ

た「Web3階層」や、XMLハブやビジ

ネス・アプリケーションなどのテンプレ

ートを組み合わせた「コンテンツ統合」

などが用意されている。

三津濱氏は、「注文建築は設計の自

由度があるが、時間とコストがかかり、

メンテナンスも容易ではない。しかし、

マンションや戸建の住宅で利用される

プレハブ工法では、工期が短く、メン

テナンスも一括して行なえる。Piテン

プレートは、スピードとコストが重視さ

れるシステム構築において最適の方法

だ」と説明している。

Piテンプレートには、富士通製に限

らず、マイクロソフトやサン・マイクロシ

ステムズ、日本オラクル、シスコシステム

ズ、ブロケードコミュニケーションズシ

ステムズなど、他社のハードウェアやソ

フトウェア製品なども含まれており、ユ

ーザーの環境に応じて、部分的にハ

ードウェアやソフトウェアなどの構成要

素を変更することもできる。
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システム構築を迅速化、効率化する

ためのモデル化やパッケージ化は、富

士通に限らず他のベンダーでも行なわ

れているが、富士通ではこれに加えて、

サーバの増設やシステム環境の拡張

など、システム全体のライフサイクルに

関する変更を保証するために、Piセン

ターを開設している。同センターには

200人規模でシステムの検証・整備を

実施する体制を整備しており、同社の

Piテンプレートに対する姿勢と意気込

みが表われている。Piテンプレートは

今年10月時点で10個だが、年内には

21個へと倍増させる予定だ。

ビジネスの成長、拡大に向けた
サービス統合

ビジネスの成長と拡大には、企業内

外に分散したデータやシステムを連

携・統合し、環境の変化に合わせて情

報をリアルタイムに収集、分析、活用す

ることが不可欠になる。また、個々に

独立した業務プロセスを連携させ、企

業内の情報を集積させれば、そこか

ら新しいビジネスを創出することもでき

る。TRIOLEでは、そのようなシステム

連携をサービス統合の観点でとらえ、

「プロセス統合」「コンテンツ統合」「フ

ロント統合」の3つの領域でサービスを

統合する（図3参照）。

プロセス統合では、各サーバ上に

それぞれ存在する業務プロセスを相

互に連携させる。基幹システムとアプ

リケーション･サーバ、ERPとEDIなど

を連携し、システム間の連携を効率化

して業務効率も向上させる。

また、コンテンツ統合では、情報の

統合が行なわれる。社内のシステムに

散在する売上データや顧客情報、製品

情報など、それぞれのデータの所在や、

物理的なアクセス方法などを意識する

ことなく、必要な情報を一括検索する

ことが可能になる。さらにこのデータ

をOLAPやBI（ビジネス･インテリジェ

ンス）ツールなどで分析し、業務で活

用できるようにする。

さらに、プロセス統合やコンテンツ

統合で、連携された業務アプリケーシ

ョンやデータをユーザーに提供し、適

切な業務判断ができるようにするのが

フロント統合で、必要な情報をWebブ

ラウザやPDA、携帯電話などに表示

させるポータル環境を構築する。

これら3つの統合は、ミドルウェアの

Interstageに含まれる各製品によって

実現される。

迅速なアプリケーション構築

現在の企業や組織のシステム環境

の多くは、オープンな異機種混在環境

として構築されている。複数の異なる

ハードウェアやOS、ミドルウェアが導入

されているためシステム環境が複雑化

しており、それに伴ってアプリケーシ

ョン開発も複雑化し、コスト的にも期

間的にも増大する傾向にある。

このような状況を解消するために富士

通が提供しているのが、B2.Sframework

である。B2.Sframeworkは、業務アプ

リケーションをハードウェアやOS、ミドル

ウェアとの接点である制御ロジックと、

業務処理を行なう業務ロジックに2分化

することで、開発量を減らし、短期間で

の業務システム開発を実現する（図4参

照）。制御ロジックの部分は、ソフトウェ

ア部品としてB2.Sframeworkが開発者

に提供されるため、開発者は業務ロジ

ック部分だけを開発すればよい。これ

によって、アプリケーションが短期かつ

低コストで開発できるようになる。

システムの安定運用と
TCO削減

現在、インターネットの普及やビジ

ネスのグローバル化によって、サーバ

には24時間365日のサービス提供が求

められており、負荷増によるシステム

ダウンや、保守のための定期的なシ

ステム停止も許されない状況である。

富士通では、システム全体の信頼性

を高め、複雑なシステムを効率的に管

理するツールとして「Systemwalker」

を提供している。Systemwalkerは、

システム管理者が定義した運用管理

ポリシーに基づき、システム全体を自

律的にコントロールする。また、リソ

ース制御機構として、富士通が開発し

ているのが「Resource Coordinator

ユーティリティ・
コンピューティング
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図3：TRIOLEの統合モデル
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（開発コード名）」である。これは、シ

ステム全体の資源を一元的に管理、

制御し、自律的なプロビジョニングの

機能も提供する。R e s o u r c e

Coordinatorで実現されるリソースの

仮想化や、プロビジョニングについて

三津濱氏は「これは新しい技術であ

るかのように見えるが、われわれが従

来から行なってきたこと」と語る。メ

インフレームやUN I Xサーバの

PRIMEPOWERなどでは、複数の業

務を1台のサーバで行なわせることが

多い。業務の内容や時間帯によって、

サーバ内のパーティションを移動さ

せ、サーバを使い分けるという使い方

がされてきたからである。

富士通では、Systemwalkerの機能

の1つとして、ブレード･サーバのリソー

ス仮想化やプロビジョニングを行なう

Resource Coordinatorを開発中であ

り、年内にはリリースされる予定だ。

グリッド・コンピューティングに
向けて

TRIOLEを支えるコア技術開発の

一環として、富士通研究所と富士通は

2003年7月、グリッド・コンピューティン

グ用のミドルウェア「オーガニックジョ

ブコントローラ」と「グリッドリソース

マネージャ」を発表した。これらのミ

ドルウェアが実現する技術の概要を

以下にあげる。

まず、CPU使用率などの動的状態

を監視することで、コンピュータそれぞ

れの状態に応じて、適材適所にジョブ

を投入する。また、投入したジョブの

実行効率化のために、複数のジョブの

依存関係に基づいてジョブの制御を

行なう。さらに、企業内のサーバだけ

でなく、デスクトップPCのCPUもリソー

スとして利用できるようにする。

この2つのミドルウェアを使った例と

して、ヨーロッパでの第3世代移動体通

信システムの基地局開発のシミュレー

ション業務を、グリッド・コンピューティ

ングを使用して行なった例が紹介され

ている。この実験では、従来環境と比

較して、シミュレーション期間を3分の1

に、作業工数を10分の1に減らすこと

に成功した。従来、科学技術計算分

野が中心であったグリッド・コンピュー

ティングが、ビジネスの分野でも利用可

能ということを示すものであろう。

2002年に発足した経済産業省傘下

のビジネスグリッドコンピューティングプ

ロジェクトにおいて、富士通はNECや

日立製作所とともに研究を行なってい

る。グリッド・コンピューティングを使っ

たシステム構築について、三津濱氏は

以下のように指摘する。

「グリッド・コンピューティングは、自

社製品だけで実現するのは簡単だが、

マルチベンダー環境でシステム全体を

動かさなければならない。このため、

ベンダー同士が協力していく必要があ

り、経済産業省のプロジェクトもその

一環。グリッド・コンピューティングを導

入する前提としては、現在のシステム

のように、どのマシンで稼働させても

高信頼性を得ることが前提となる。

2004年にはグリッド・コンピューティン

グを利用する製品が出始めると思う

が、企業システムとして利用できるクオ

リティになるのは2005年になるだろう。

それまでに富士通は高信頼性を実現

できる技術を確立し、TRIOLEにも組

み込んでいきたい」。

「しかし、技術だけ取り込めばよい

というものではない」と同氏は付け加

える。「システムの負荷状態に応じて、

リソースを配分するユーティリティ・コ

ンピューティングは、技術的には可能

かもしれないが、運用する側にとって

解決しなければならないことは、予算

の問題だ。ほとんどの企業では、予算

は前年度に決めるものだが、利用状況

に応じて運用コストが変動するので

は、予算計画が立てられない。技術も

重要だが、今後はこうした経営面も考

えていかなければならない」。

富士通に限らず、どのベンダーも他

社製品との連携を想定しているが、他

社製品を組み込んだ場合での動作保

証に関しては、富士通はPiテンプレー

トを提供している。三津濱氏が言うよ

うに、グリッド・コンピューティングを開

発する際には、他社のハードウェアで

不具合が生じた場合の保証をどうする

かについても、各ベンダーは考えてい

く必要があるだろう。
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図4：B2.Sframeworkの概念図


